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【はじめに】 

これまで我々は、p 型 Si 基板でのパッシベーション膜として期待されるアルミナ膜を、より簡便なプロ

セスであるゾルゲル溶液のスピンコートにより作製し評価を行ってきた[1]。ゾルゲル法による誘電体膜

の作製時には、一般的に焼成処理が必要である。本研究でアルミナの原料として用いているアルミニウ

ムイソプロポキシド(Al(O-i-Pr)3)は水蒸気雰囲気下での焼成により分解エネルギーが減少し、分解できる

ことが報告されている[2]。伊藤らもまた、水蒸気中でアルミナ膜を焼成することでライフタイムが延長

することを報告している [3]。今回は水蒸気雰囲気下で試料焼成を行うことで、形成したアルミナ膜から

これまでより高いパッシベーション効果を得られたのでこの詳細について報告する。 

 

【実験方法】 

水蒸気雰囲気下でのアルミナ膜焼成を行った。このときキャリアガスとして酸素・窒素・水素を使用し

た。パッシベーション効果の評価用基板として、抵抗率 12-18Ωcmの p型 Si単結晶(100)基板を用いて、

アンモニア過水によるアルカリ洗浄を施し、希フッ酸で基板表面の自然酸化膜を除去した。洗浄した Si

基板表面にアルミニウムイソプロポキシド(純度 99.99%)をベンゼンと少量のアセチルアセトンに溶解さ

せた溶液をスピンコートし、水蒸気雰囲気下で 1時間の焼成を行い、アルミナ膜を形成した。 

 

【実験結果】 

フラッシュランプと非接触 PCD の組み合わせによる少

数キャリアライフタイム測定を行い、作製したアルミナ

膜のパッシベーション効果を評価した。図 1に実効ライ

フタイム測定結果の焼成温度依存性を示す。図1におい

て水蒸気雰囲気を導入した試料のほうが全ての温度で大

気雰囲気下焼成の試料よりも実効ライフタイムが増大し

た。特に300℃及び400℃で2つの値は大きく異なる。詳

細については当日報告する。 
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図1. 実効ライフタイムの焼成温度依存性 
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